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令和５年度労働保険年度更新申告を電子申請する場合の変更点

１．年度更新申告の手続選択

令和４年度途中の雇用保険料率の変更により、確定保険料の算定方法を変更したことから、令和５年
度年度更新申告の電子申請では、「労働保険年度更新申告」を、「労働保険年度更新申告（一元適用事
業・二元適用事業（雇用保険分）の場合）」と「労働保険年度更新申告（二元適用事業（労災保険分）
の場合）」とに分割します。（QA方式も同様です）

保険関係等区分が「111」、「311」、「511」及び所掌3の「711」の事業は、「労働保険年度更新申告（一元適用事業・二元
適用事業（雇用保険分）の場合）」を選択します。

保険関係等区分が所掌1の「711」の事業は、「労働保険年度更新申告（二元適用事業（労災保険分）の場合）」を選択します。

こちらは、入力方法に変更はありません。

２．「令和４年度労働保険確定保険料算定内訳」の追加

「労働保険年度更新申告（一元適用事業・二元適用事業（雇用保険分）の場合）」では、「令和４年
度労働保険確定保険料算定内訳」を用いて確定保険料を算定します。（QA方式も同様です）

※「令和４年度労働保険確定保険料算定内訳」は電子公文書の発行対象ではありません

次のページからは、「令和４年度労働保険確定保険料算定内訳」を用いた申告書への確定保険料の入
力方法ついて説明します。

●保険料算定基礎額の計算には、厚労省HPの「主要様式ダウンロードコーナー（労働保険適用･徴収関係主要様
式）」に掲載している、賃金集計表や年度更新申告書計算支援ツールを利用できます。
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/roudouhoken.html

一元適用事業・二元適用事業（雇用保険分）の場合 二元適用事業（労災保険分）の場合

「111」、「311」、「511」、所掌3の「711」 所掌1の「711」



・申請書入力画面では、申告書（下記画面）が初期表示されています。
・確定保険料を算定するためには画面左側の「令和４年度労働保険確定保険料算定内訳」を選択して、画
面を切り替えます。

クリックしてください。

令和４年度労働保険確定保険料算定内訳を利用した確定保険料額の入力 １／５



・労働保険番号と保険料算定基礎額を入力します。

※保険料算定基礎額の計算には、賃金集計表等を利用してください。

・保険関係成立年月日を入力することで、算定基礎額と保険料率を入力することにより、自動
計算を動作させることができます。（「必要項目入力後、チェックしてください。」をチェックした場合）

・また、労災保険料算定基礎額と雇用保険料算定基礎額が同額である場合には、労働保険料欄
に算定基礎額と保険料率を入力し、保険料額を算定します。

令和４年度労働保険確定保険料算定内訳を利用した確定保険料額の入力 ２／５



・保険料算定基礎額の入力後、画面左下にチェックボックスが表示されますので、チェックします。
・チェックをすると、確定保険料額が自動計算されます。
※保険料算定基礎額や一円未満の端数の処理の違いにより、確定保険料額の表示位置は異なります。

１ チェックボックスをクリック
してください。

２ 確定保険料額が入力
されます。

令和４年度労働保険確定保険料算定内訳を利用した確定保険料額の入力 ３／５



令和４年度労働保険確定保険料算定内訳を利用した確定保険料額の入力 ４／５

クリックしてください。

・確定保険料の算定が完了したら、申告書に画面を切り替えます。



・申告書に画面を切り替えると、保険料算定基礎額と確定保険料額が転記されます。
・一般拠出金については、申請者が申告書に直接入力します。

保険料算定基礎額と
確定保険料額が転記されます。

一般拠出金は申告書に
直接入力します。

令和４年度労働保険確定保険料算定内訳を利用した確定保険料額の入力 ５／５



・署名対象指定は次のように表示されます。
・設定ボタンを押下してください。
※gBizIDプライム及びメンバーアカウントによるログイン時には表示されない画面です。

申請書入力画面（署名対象指定）


